
２１８家庭中、１８０通の回答

回答率 Ｈ29 ⇒Ｈ30 ⇒R1

68％ 86％ 83％

令和元年度
学校自己評価アンケートの

結果から

長野養護学校



学校評価アンケートへのご回答、

ありがとうございました。

今年度は２１８家庭中、１８０通の回答を

いただきました。回収率は８３％、昨年度の

８６％に続き、高い回収率でした。



評価項目を新しくして３年目になります。

以下の３つの重点にかかわって、過去３年間の比

較で結果を考察します。

Ⅰ「子どもの人権を大切にした教育実践を進める学校」
Ⅱ「保護者と対話、思いや願いを受け留める学校」
Ⅲ「連携ー関係機関・地域」



１ 学校教育目標・学校像 楽しい学校生活であるか
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子どもの人権を大切にした教育実践



１ 学校教育目標・学校像 楽しい学校生活であるか

〇 ＡＢ評価 ８９％（H29）⇒８５％（H30)⇒８７％（R1）
× DE評価 ３％（R1） △ C評価 １１％（R1）

 「学校が楽しいようで、にこにこしながら行っています。」、「学校でのできご
とを、よく話してくれるようになった。」、「子どもに沿った個別指導ができて
いる。子どもが学校を楽しんでいる姿がある。」、「達成感を得られるような
活動をもっとしてほしい」等の意見がありました。

 子どもたちが毎日笑顔で登校できるのは、職員にとってはとてもありがた
いことです。「学校に行ったらあれをしたい、これもしたい」、「明日も学校に
行くのが楽しみだ」と思えるような、満足感や達成感を感じられる生活づく
り、授業づくりを今後も目指していきたいと思います。



１学校教育目標・学校像 選んでよかったか・相応しいか
保護者
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子どもの人権を大切にした教育



１学校教育目標・学校像 選んでよかったか・相応しいか

〇 ＡＢ評価 ９４％ ⇒ ８９％ ⇒ ９３％
× DE評価 １％ △ C評価 ７％

 「信頼できる先生に指導してもらい、大変な時も一緒に考え支えてもらいま
した。長養でよかったです。」「いろいろなことにチャレンジさせてくれるので、
この学校を選んでよかった。」「もう少し教科学習、に近いこともやってほし
い」、「勉強も少しは取り入れてほしい」等の意見がありました。

 多くのご家庭で「長養を選んでよかった」と回答していただき、安心して学
校に通わせてもらっているのではないかと思います。今後もご家庭のお考
えをお聞きしながら、子どもたちが安心して学べる学校を目指していきたい
と思います。

９割以上にUP!



２ 人権を尊重した接し方・学校づくり
人権に配慮した、指導・支援

保護者
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Ｂ
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４５％
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子どもの人権を大切にした教育

４０％
４３％
４８％

〇 ＡＢ評価 ９３％ ⇒ ９０％ ⇒ ９１％
× DE評価 １％ △ C評価 ８％ A評価がUP!



２ 人権を尊重した接し方・学校づくり
いじめや体罰がない学校環境

保護者
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中段H30

下段H29

Ａ
とても

あてはまる

Ｂ

あてはまる

Ｃ
どちらとも
いえない

Ｄ
あまり

あてはまらない

Ｅ

あてはまらない

５３％
４９％
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子どもの人権を大切にした教育

〇 ＡＢ評価 ９２％ ⇒ ８７％ ⇒ ９０％
× DE評価 ２％ △ C評価 ８％

９割がAB評価



 「クラス、学年、作業班ともに、とても仲の良い雰囲気で、先生方の対応も
よいと思う」、「子どもに寄り添っていただいているように感じる」等の意見
の一方で、 「様子がよく分からない」、「本人が話せないので、正直分から
ない。」、「気になるようなこともある」 、「たまにアザがあって、どうしたの
か気になる」という意見もありました。

 学校では引き続き職員会や部会、学年会等で子どもたちの様子を話題に
し、共通理解を図っていくようにします。併せて人権に対する研修も行い、
人権感覚の向上に努めていきます。学校での様子も連絡帳やおたよりな
どで、できるだけ具体的にお伝えしていくようにしたいと思います。

２ 人権を尊重した接し方・学校づくり
人権に配慮した、指導・支援、いじめや体罰がない学校環境



３ 個に応じた指導 個別の指導計画に
保護者の願いが反映されているか

保護者

上段 R1

中段H30

下段H29

Ａ
とても

あてはまる

Ｂ

あてはまる

Ｃ
どちらとも
いえない

Ｄ
あまり

あてはまらない

Ｅ

あてはまらない

職員

Ａ
とても

あてはまる

Ｂ

あてはまる

Ｃ
どちらとも
いえない

Ｄ
あまり

あてはまらない

Ｅ

あてはまらない

４６％
４６％
４６％

４６％
４５％
４４％

０％
２％
２％

８％
７％
８％

０％
０％
０％

１９％ ７３％ １％７％ ０％

保護者と対話し、その思いや願いをしっかり受け止める学校



３ 個に応じた指導
個別の指導計画に保護者の願いが反映されているか

 「本人、保護者の希望をよく聞いて計画を立ててくれている。」、「個別懇談
など先生と話す機会をしっかり作ってくれ、こちらの希望もすぐ実践してくれ
た。」などの意見がありましたが、一方で「先生の願いにそった短期的な目
線である」などの意見もありました。

 「個別の指導計画」作成については、大方、保護者の方の願いを反映させ
ながら作成できているものと思われますが、実際の生活場面や授業場面で
生かされているかというと、まだまだ不十分なところがあるようです。

〇 ＡＢ評価 ９０％ ⇒ ９１％ ⇒ ９２％
× DE評価 ０％ △ C評価 ８％ ９割以上がAB



３ 個に応じた指導 個別の指導計画にそって
授業が実践されているか

保護者

上段 R1

中段H30

下段H29
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保護者と対話し、その思いや願いをしっかり受け止める学校



 「同じような授業内容、個別指導が多い気がします。」、「個々の能力に応じ
た活動を取り入れてほしい。めいっぱいが生かされてない気がする。」、「指
導計画はよいが、授業を一日見ているわけではないので、分からない」など
のご意見がありました。

 「個別の指導計画」を実際の生活場面や授業場面でどのように生かしてい
くのか、また実践していることをどのように保護者の方に伝え、共通理解し
ながら支援、指導を進めていくのかが、今後の課題と言えるかと思います。

３ 個に応じた指導
個別の指導計画にそって授業が実践されているか

〇 ＡＢ評価 ８５％ ⇒ ８３％ ⇒ ８４％
× DE評価 １％ △ C評価 １５％



４ チーム支援
職員の子ども理解・特性に応じた支援

保護者
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５３％
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保護者と対話し、その思いや願いをしっかり受け止める学校

〇 ＡＢ評価 ９０％ ⇒ ８９％ ⇒ ８９％
× DE評価 ３％ △ C評価 ９％



４ チーム支援 職員の連携

保護者

上段 R1

中段H30
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保護者と対話し、その思いや願いをしっかり受け止める学校

〇 ＡＢ評価 ９１％ ⇒ ８９％ ⇒ ８９％
× DE評価 ２％ △ C評価 ９％

A評価がUP!



 「先生方の連携がとれていて、個々の子どもに寄り添ってくれるのでありが
たい。」、「とても理解してもらっています。」などの一方で、「声がけはよくし
てくださるが、実態は分かっておられないと感じる。」「情緒や身体的に重
い子が優先という感じがします。児童みんなに平等な支援をしてほしいで
す。特性だけでなく、性格にも応じてほしいです。」などの意見もありました。

 「子どもの理解、特性に応じた支援」については、大方の保護者の方はな
されていると感じていますが、不十分と考えている方もいます。「個別の指
導計画」をもとに、引き続き部内、学年学級内で児童生徒理解を深め、職
員が連携して支援を進めていくようにしたいと思います。また今年度も
様々な研修の機会を設け、専門性の向上に努めてきました。今後も児童
生徒の支援に生かせるよう、研修を進めていきます。

４ チーム支援 職員の子ども理解・特性に応じた支援、連携



５ 保護者との連携
保護者と職員との連携 安心感・信頼感があるか

保護者
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保護者と対話し、その思いや願いをしっかり受け止める学校

〇 ＡＢ評価 ９０％ ⇒ ８３％ ⇒ ８７％
× DE評価 ３％ △ C評価 １１％

A評価がUP!



５ 保護者との連携
保護者の思いに寄り添えて 誠意をもって応えているか

保護者
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保護者と対話し、その思いや願いをしっかり受け止める学校

〇 ＡＢ評価 ９３％ ⇒ ８３％ ⇒ ８７％
× DE評価 ２％ △ C評価 １１％ A評価がUP!



 「先生方と相談しやすく、いろいろ対応してくださるので、安心して子どもを
預けられます。」、「子どもを中心に考えてくれる姿勢に、とても感謝してい
ます。」などの意見の一方で、「先生方の間に温度差があると感じることが
ある。」、「安心感のある先生と、そうでない先生がいる。」、「活動の意義
が知りたい。生単でやっている活動にどのような意味があるのか。」といっ
た意見もありました。

 「保護者との連携」について、大方の保護者の方は「安心感、信頼感があ
る」、「誠意をもって応えている」と感じていただいているようです。ただ、職
員によって対応に差があることも指摘されています。学年や学級内で連絡
を密にとりながら、どの職員も保護者の方と連携して支援にあたっていけ
るようにしたいと思います。また、学習活動のねらいや意義などについて
引き続きお伝えしていくようにします。

５ 保護者との連携
保護者の思いに寄り添えて 誠意をもって応えているか



６ 地域との連携 センター的機能の発揮
福祉・医療・行政との連携・ニーズに応じた計画

的な支援保護者
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４３％
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 「支援会議等、こまめに行ってもらってありがたいです。」、「支援会議には
大勢の方に参加していただきありがたい。引き続き共有して計画的に進め
ていきたい。」、「会議の内容が盛りだくさんで、いつも最後は時間が押して
終わりとなってしまうのが残念。」などの意見もありました。

６ 地域との連携 センター的機能の発揮
福祉・医療・行政との連携・ニーズに応じた計画的な支援

〇 ＡＢ評価 ８８％ ⇒ ８５％ ⇒ ８８％
× DE評価 ２％ △ C評価 １０％

 支援会議等を通じて各機関と連携しながら、計画的に支援を行うことがで
きていると感じているようですが、支援会議の運営の在り方や内容につい
ては不十分であったり、有効な支援につながっているのか疑問に思ったり
している方もいるようです。支援会議の目的の明確化、効率的な会議の進
め方等を工夫し、有益な支援会議となるようにしていきたいと思います。

A評価がUP!



学校自己評価のまとめと来年度への展望

１ 学校教育目標・学校像⇒目指す姿「自分から自分でめいっぱい」の共有

２ 人権を尊重した教育⇒「わたし（あなた）はわたし（あなた）のままでいい」
意識の共有、自己肯定感のさらなる伸長

３ 個に応じた指導⇒「個別の指導計画」のさらなる精度の向上、保護者への
説明・共有

４ チーム支援⇒児童生徒の願いに寄り添い、職員間での連携した支援
専門性のさらなる向上

５ 保護者との連携⇒目指す姿の共有、説明責任

６ 地域との連携⇒支援会議のねらいの明確化、情報の共有、支援資源活用
力のさらなる向上


